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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 具体的な取組 

（●重点とする取組，★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 
（～１０月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

確
か
な
学
び 

          

授
業
改
善 

堺版授業スタンダードに加え，

学びのコンパスに取り組む。子

どもが自らの学習状況を把握

し，主体的に学習方法や学習形

態を組み合わせながら，「主体

的・対話的で深い学び」の実現

に向けた授業改善に努めると

ともに，学力課題解消に向けた

総合的な学力の育成を図る。 

授業改善に努め児童ができた喜びを感じ，学びたくな

るような魅力ある授業づくりを行う。 

アンケートの「授業が楽しい」と感じ前向

きに取り組む児童がおよそ80％以上 

学校教育活動

アンケート 
年度末 〇 

中学校区で課題を共有し，特に算数科におい

て基礎の定着に取り組んでいる。 
〇 

91％が肯定的に捉えている。児童の実態に合

わせ，授業の工夫を日々行うことができた。 
〇 

ICTを効果的に活用した授業づくりを継続し

つつ，子どもが自分なりに工夫して，学習に

取り組むことができるようになってほしい。 

●児童が主体的に課題を見つけ，学習方法や学習形態

を選択し，自らの考えをもつとともに，自分なりの言

葉で表現する活動を進める。 

アンケートの「自分の思いや考えを書いた

り発表したりしている」の肯定的意見およ

そ70％以上 

学校教育活動

アンケート 
学期末 〇 

授業における取り組みについて情報交換を

したり，授業公開をしたりしながら，授業改

善の取り組みを継続している。 

〇 

81％が肯定的に捉えている。子ども一人ひと

りに対応した学びを保障し，新たな取り組み

を取り入れている。 

〇 

学年・クラス・個々の児童の課題をしっかりとふまえ，

課題に応じたインクルーシブ教育を進める。 

公開授業における肯定的意見およそ 80％

以上 
実践報告 年度末 〇 

課題と良さのそれぞれにバランスよく取り

組みを進めている。 
〇 

全体的に肯定的に捉えている。研修委員会を

中心に授業改善に努めた。 
〇 

一人1台の端末を積極的に用いて，授業のICT化を推

進する。 

アンケートの「授業の中でタブレットをよ

く使っている」の肯定率60％以上 

学校教育活動

アンケート 
年度末 ◎ 

学年の実態に応じて，より効果的にICTを活

用できるように授業づくりを工夫している。 
〇 

70％が肯定的に捉えている。ICTを積極的に

活用することができた。 
◎ 

定期的に家庭学習で自主学習に取り組ませ，自分の興

味・関心があることを探求する意欲を高める。 

アンケートの「自分の興味のあるものや調

べたいと思ったことを自主学習のめあて

にしている」の肯定的意見およそ60％以上 

学校教育活動

アンケート 
年度末 〇 

自主学習についても，学年の実態に応じて取

り組みを進めている。 〇 

「何を」「どのように学ぶのか」ということ

を児童自らが考える力が今後必要である。 〇 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

子どもと教師がお互いに認め
合いつながることによって，一
人ひとりを認め合える学習集
団へと高めていく。 

★「きくこと」を大切にし，友だちの意見に共感した

り，自分とは異なる意見を認め合ったりすることで，

自分の考えを深める。 

アンケートの「授業中，先生の話や友達の

意見を聞いている」の肯定率80％以上 

学校教育活動

アンケート 
年度末 〇 

互いに聴きあう中で，個々の考えや想いを大

切にし，一人ひとりを認め合える学習集団づ

くりを進めている。 
○ 

96％が肯定的に捉えている。児童は「きく」

ことで自らの学びを進められるようになっ

てきた。 
〇 

これからもお互いの意見を大切にできるよ

うにしてほしい。 

心
の
教
育
の
充
実 

一人ひとりの子どもが安心し

て活動できる居場所づくりを

進め，人とのかかわりを通じ，

自己有用感を高め，お互いのあ

りのままを認め合えるしなや

かな心を育てる。 

人とのかかわりを通じ，相手の想いを知り，認め合う

学習集団の中で，自己有用感を醸成させる。 

アンケートの「自分のがんばりを認めてく

れる先生がいる」の肯定的意見およそ80％

以上 

学校教育活動

アンケート 
学期末 〇 

人とのかかわりの中で，成長していけるよう

に，職員も各児童のよさや課題に応じた声か

けや対応を心がけている。 

〇 

92％が肯定的に捉えている。児童一人ひとり

のよさや成長を捉えるとともに，個々の課題

に応じた声かけや対応ができた。 

〇 

ほとんどの児童が学校へ行くのが楽しいと

感じていることはすばらしい。今後も組織的

に子どもたちへの対応をしてほしい。 

児童が笑顔で登校し笑顔で下校できる，いじめのない

学校づくりをすすめる。 

アンケートの「学校へいくのが楽しい」の

肯定的意見およそ80％以上 

学校教育活動

アンケート 
学期末 〇 

常に人間関係を注視し，困っていたり，悲し

い思いをしたりしている子がいないかを把

握できるように心がけている。異変を感じた

時には，迅速な組織的対応を行っている。 

〇 

91％が肯定的に捉えている。複数教員で情報

共有し，組織的な対応ができた。 〇 

個々の良さや課題を認め合える集団づくりに取り組

む。 

アンケートの「友だちの良いところを見つ

けた」の肯定意見およそ80％以上。 

学校教育活動

アンケート 
学期末 〇 

児童どうしの理解を深められるように，複数

で色々な子とかかわる活動を多く取り入れ

るなどの工夫を行っている。 

〇 
児童同士のつながりを大切にし，集団での自

己有用感に繋げることができた。 
〇 

体
力
向
上 

楽しく運動する取組を計画し，

継続して実践することで，体力

向上を図る。 

体育の時間に，体つくり運動などを通じて，様々な動

きを取り入れることで，運動の基礎となる様々な身体

感覚を身につけさせる。 

アンケートの「体育の時間に，様々な動き

を取り入れた活動を行っている」の肯定的

意見およそ80％以上 

学校教育活動

アンケート 
年度末 〇 

各主運動に関連した様々な運動を組み合わ

せながら取り組んでいる。 
〇 

90％が肯定的に捉えている。体育科の授業で

様々な身体感覚を養えるように，活動を工夫

することができた。 

〇 

先生も運動場に出て，一緒に遊んでくれた

り，見守ったりしてくれていることが，寒い

日でも外遊びをする子が増えていることに

つながっているのかもしれない。 

運動や体を動かすことの楽しさや気持ちよさを，あら

ゆる場面で伝えていき，日ごろから運動を積極的に行

おうとする気持ちを，子どもがもてるようにする。 

アンケートの「15分休憩や，昼休みには外

で遊ぶことが多い」の肯定的意見およそ

70％以上 

学校教育活動

アンケート 

 

年度末 〇 

年間を通じてたてわり活動も含めて，なわと

び集会を行っている。また，運動の大切さを

体育の時間を中心に伝えている。 

〇 

寒い季節でも外遊びをする子が増えた。体育

を中心に運動の楽しさや気持ちよさを感じ

られるようにしたい。 

〇 

さまざまな場面で，食事や睡眠の大切さを伝えていく

ことによって，子ども自身がその大切さを理解し，健

康に配慮した生活習慣を送れるようにする。 

アンケートの「朝ごはんは毎日食べてい

る」，「毎晩決まった時間に寝る」の肯定的

意見およそ80％以上 

学校教育活動

アンケート 
年度末 〇 

さまざまな場面で，規則正しい生活習慣につ

いて伝えている。食育に関しては，近隣校の

栄養教諭による出前授業を実施。 

〇 

朝ご飯は88％が毎日食べている。決まった

時間に寝ている割合が52％であった。家庭

での生活習慣の改善が必要だと感じる。 

〇 

地

域

協

働 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

学校情報の積極的な発信を行

うとともに，地域とともに歩む

学校づくりに取り組む。 

学校だよりやホームページなどを教職員全員で取り
組み，学校情報を積極的に発信する 

アンケートの「学校は，保護者・地域の願
いに応えようとしている」の肯定的意見お

よそ80％以上 

学校教育活動
アンケート 

年度末 〇 
学校長を中心に，毎日学校生活の様子を HP

で発信している。 
◎ 

93％が肯定的に捉えている。教育活動を発信

していくとともに，保護者や地域と協働し，

子どもを中心とした取り組みを進める。 

◎ 
今後も積極的に学校の様子を発信し，地域と

ともに学校づくりを進めてほしい。 
外部人材（地域人材）を積極的に活用し，地域ととも
に歩む学校づくりを推進する 

学習活動や行事において，地域人材の参
画・補助を増やす 

実践報告 年度末 〇 

複数学年で出前授業をしていただいた。ま

た，学習園の整備などにもかかわっていただ

いている。 

〇 
今後もより一層の地域人材を活用し，学校教

育の充実に努める。 
〇 

校長より（年度末） アンケートの結果などから学校評価の達成状況は良好といえるが，引き続き下記の努力を継続し，更なる学校力向上に努めていきたい。 

・人権尊重を基盤に，いじめのない安全安心な学校づくりに努め，子どもたちが楽しいと思える学校の環境を維持する。そして教職員一丸となった教育活動を通じて，知・徳・体の調和のとれた児童を育成することを目標とする。 

・基礎学力の定着に加え，子どもが自ら学びを進め探究的に学ぶプロセスにICT機器を有効に活用し学びのコンパスを推進し，総合的な学力を身に付けることをめざす。教職員も継続的に研修等を通じて指導力向上を図る。 

・ＡＩの発展など急速な情報化社会の変化に対応できるよう，ＳＮＳの使用や，個人情報などに対す危機意識を強め，自ら強く生きていくことができる子どもたちを育成する。 

・ホームページなどを活用し，開かれた学校として教育活動の情報発信に努め，保護者のみなさま，地域のみなさまと共に学校づくりに取り組む。 

学校関係者評価者から（年度末） 

子どもたちが学校へ行くことが楽しいと思えることはすばらしいことである。今後も ICT を効果的に

活用し，よりよい授業で子どもたちに学ぶことの楽しさを感じさせてほしい。また，様々なことにお

いて，子どもたちへの組織的な指導と見守りをお願いします。 

「確かな学びと豊かな心」の現状 
・学習活動において，自分で学習計画を立てることや粘り強く学ぼうとすることに課題がある。また，基礎的な学力が定着するのに時間がかかる

児童が少なくない。 

・昨年度の全国学調やすくすくウォッチの結果より国語科では「漢字を文の中で正しく使う」ことに課題がある。算数科では記述式の問題の正答

率が低い。自ら学習計画を立て，粘り強く学習に取り組むことができるように，自主学習等の取り組みを進める。また，基礎学力の定着を図ると

ともに，各教科において「きいて，表現する」活動を通じて，思考の過程を大切にし，自らの学びを整理することで，総合的な学力の向上を図る。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 
・中学校区や小学校独自の健全育成を行い，優しく素直に育っている児童が多い。 

・児童会が中心となり，たてわり活動を行っている。高学年が低学年をサポートする姿がよく見られる。しかし，各調査で「人と違う意見につい

て考えるのが楽しい」と感じている児童の割合は約７０％である。これを踏まえ，様々な場面で，協働的な活動を通じて，人とのかかわりの中で

学び，理解し合うことで豊かな心の育成を図る。 

・直近の体力テストの結果をもとに，堺市平均より低い項目において。普段の授業時に様々な運動やゲーム的な運動を取り入れるなど，体力向上

につながる取り組みの改善を行う。 

令和７年度 重点目標  

【学校教育目標】人権尊重を基盤に，知・徳・体の調和のとれた児童を育成する。 

【めざす児童像】①人権を大切にし，みんなと仲良くする「やさしい子」（徳） ②行動に責任をもって，よく考える「すなおな子」（知） ③健康で明るく，がんばりぬく「いつも元気な子」（体） 

【めざす学校像】①集団生活を通して，互いを尊重する心と豊かな社会性，生きる力を養う学校 ②確かな学力・総合的な学力を培う，厳しくも温かい学校 ③心身とも健康で，しなやかな心を持ち，自分を高めるために力いっぱい励むことができる学校 

（様式⑦ 小中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

   ちがいをみとめ，ともに生き，将来の夢と希望に向けて自ら学び続ける子 


